
小学校と保育園の避難施設

避難が一番困難な施設は保育園だ。

10分以内に高台に避難は難しい。

日中、親と離れている園児達が速やかな避

難は大変だ.

これらの災害から人の命を守り、

被災した場合、速やかに復興する手助け

をすることはできないのか？

津波、洪水から子供達を守りたい。

※この提案は、災害時に避難することが困難な乳幼児及び幼児の避難場所を提案するものです。

建物の一部を地域や災害状況に応じて変えることによりコスト削減を行います。また、普段から使用することで円滑な避難を促すものです。

◆A案 ハザードマップ等により浸水しない場合

上階まで洪水が来ない場合は、3階天井から4階床までは、保育園の給

排水のみを考慮し、メンテナンス作業のため高さ60～150㎝とします。

※保育園の床材は木材も可能

将来、用途を変更することがあった場合でも、小学校に影響せずに変更

する事が出来ます。

A案図

◆B案 ハザードマップ等により10ｍ以下の場合

10ｍの浸水は3階まで浸水します。4階以上は浸水することがないの

で、 3階天井から4階床までは天井高さ最低2ｍ以上とし、パイプスペー

スの天井をコンクリート造とした避難施設とします。そこに防災倉庫も完

備することにより、孤立しても1週間以上避難できるスペースとします。

防災倉庫として活用 B案図

◆C案 ハザードマップ等により15ｍ以上の場合

15ｍの浸水は4階まで浸水します。建物全体が浸水するため 3階天井

から4階床までは浸水する事を考慮し、パイプスペースの天井をコンク

リート造とし防水機能を持たせ避難施設とします。そこに防災倉庫も完

備することにより、孤立しても1週間以上避難できるスペースとします。

浸水時はシェルターとして活用C案図

グラウンドは従来通り小学生が使用し

ます。

園庭は保育園児が使用しま

す。

クリア壁設置

クリア壁設置イメージ図

…小学校部分を示す

…保育園部分を示す

…園庭部分を示す

…保育園配管スペースを示す

※重要ポイント

パイプスペース

屋上園庭イメージ図

☆整備方法

◆学校と保育園の避難施設の提案

串本町は地震発生後最短2分後に18ｍの津波が襲来。

いったい何処に避難ができるのだろう。

◆A案 ハザードマップ等により浸水しない場合

パイプスペースは

この部分です!!

◆B案 ハザードマップ等により10ｍ以下の場合

◆C案 ハザードマップ等により15ｍ以上の場合

☆地域や地形により災害による被害等は違ってきます。
まずは、色々な状況を考えてみましょう。

状況によって4階床の仕上げを変えていきます。

こども達の緊急時避難

シェルターとなります。

☆パイプスペースを利用する理由は、
緊急避難と建設費節減のためです。

床、壁コンクリートに囲まれています。

※パイプスペースの天井は状況によりコンクリートとします。

建物施設の用途を充実させながら建設コストを削減し、いざという時に

避難シェルターとして活用するための提案です。

地震発生から10分以内に避難が可能となります。

☆施設の説明
1階部分…主に小学校、保育園は玄関、エレベーター、階段のみ

2～3階部分…小学校が使用します。

3～4階パイプスペース部分…保育園の給排水配管用スペースです。

（消防法令8区画）

4階部分…保育園が使用します。

小学校屋上…保育園園庭として使用します。

保育園床は木材も可能 保育園床はコンクリート 保育園床はコンクリート

※資料は南海トラフの巨大地震モデル検討会より

◆学校施設は避難所及び緊急避難場所になっています。

※文部科学省「東日本大震災の被害を踏まえた学校施設の整備について」

現在、昭和40年代に建設された学校が建替え時期になっています。このことを踏まえた上で、コスト

削減と学校の有効利用、主に防災に強い建替えを考える時期に来ています。

小学校の適正な通学距離は、0.5～1㎞徒歩圏内です。住まいの近くに小学校はあります。また、学

校施設の耐震強度は1.5倍となっており、避難施設になっています。

地震での津波や洪水では、避難に要する時間が限られています。そのような中、乳幼児及び幼児を

預かっている保育園では直ぐに避難は困難な状況です。そこで、避難場所の小

学校に保育園を設置することで、保育園児の安全を確保します。

（保育園と小学校の現状）
避難が困難な保育園児をどのように助けたらよいのか？

避難施設にいれば、避難する必要がないのではないか？

小学校と保育園の複合化は何件か実際運営されていますが、保育園を学校の敷地内の1階部分に

設置または、余剰教室を活用して保育園を設置しています。

このことから小学校と保育園の運営状況はお互いに影響しています。

例えば、園児がお昼寝時間に、小学生がグラウンドで昼休み時間の活動をすることにより幼児が寝

付けない等々があります。

（問題点）

小学校と保育園がそれぞれ影響せず、安全に保育園の運営する事が出

来ないかを考えてみました。

保育園保育士の配置基準は表のとおりとなります。

0歳児の乳児3人を保育士1人で津波が来ないところまでの避難は

出来るのでしょうか？地域によっては、地震で揺れている最中に津

波が襲来するのです。とても難しいと考えられます。

そのような場合は、どうすればよいのでしょうか？

そこで…。

学校は、緊急時の特別避難施設となっています。

学校は、広い敷地があり、建物も大規模な施設です。

学校の屋上に安全な保育施設を設置することで、

保育園児が避難しなくても安全が守れるのではな

いかと考えました。

■今後地震に伴う津波の懸念

南海トラフを震源とする南海トラフ巨大地震は、30 年以内に 70％程度の確率で発生するとされ

ているほか、近年、全国各地で大規模な水害や土砂災害等が発生している。このような災害の発

生に際し、切迫する危険から一時的・緊急的に避難する緊急避難場所は、住民の生命の安全を確

保するために重要な役割を担っており、また、住民を収容する避難所については、災害の発生後、

復旧までの期間において、住民の生活の基盤となる施設として良好な生活環境の確保が求めら

れています。

南海トラフ地震の津波

都内の洪水（東京都江戸川区ハザードマップより）

◆津波と洪水

…地震発生後10分以内に津波が来る

地域
※資料は朝日新聞より

5階平面図

4階平面図

防災倉庫



地域のハザードマップを基準にあった小学校と

保育園を整備することにより、子供達を災害か

ら守れると思います。

また、緊急避難場所としての物資を十分に保

管することにより、避難者同士協力しながら救

助をまてる施設が重要です。

C案イメージ計画図

▼基準水位高さ6.5ｍ

芳養地区津波避難タワー 避難タワー概要

防災倉庫は非常食等を備蓄し、当面（1週間程度）の滞在を可能とします。

津波が引いた後、避難タワーから避難した人たちの物資の確保にもなりま

す。

園児は避難する必要がありません。

B案イメージ図

【B案では想定されている津波が襲来しても保育園児は避難する必要はありません。】

※C案：建物を超える津波の時は、津波が襲来している時間は水没します。

その際のイメージは潜水艦です。そのため、洪水が入らない構造、避難人数の酸素、

蓄電池、緊急無線等の設備を考える必要があります。

※小学校部分も保育園同様にシェルター（緊急避難場所）として整備します。

断面位置


